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岐阜県の周産期医療体制（安全・安心な周産期医療が提供できる体制）

岐阜県周産期医療協議会

三

次

総合周産期母子医療センター

岐阜県総合医療センター

≪機能≫

①母体・胎児集中治療室及び新生児集中治療
室を備え、母体又は、児のリスクの高い妊娠に
対する医療や高度な新生児医療を提供する

②地域周産期母子医療センター等からの搬送
を受け入れるとともに、周産期医療システムの
中核となる

③周産期医療情報センターとして、地域周産期
母子医療センター等から必要な情報収集を行う
とともに、地域周産期医療関連施設や住民等に
対する情報提供及び相談を行う
④周産期医療関係者研修を実施する

周産期医療支援病院

岐阜大学医学部附属病院

≪機能≫

総合及び地域周産期母子医療セン
ターと協力して、専門的な医療を提
供するとともに医師の教育や派遣を
行う

岐阜市民病院

≪機能≫

総合及び地域周産期母子医療セン
ターと協力して比較的高度な医療を
提供する

地域周産期母子医療センター

岐阜圏域・中濃圏域

長良医療
センター

西濃圏域

大垣
市民病院

東濃圏域

県立
多治見病院

飛騨圏域

高山
赤十字病院

≪機能≫

①産科、新生児診療を担当する小児科を備え、
周産期に係る比較的高度な医療を提供する

②産科に関する開放型病床を保有するなど、地
域周産期医療関連施設と連携する

周産期医療協力病院

岩砂病院・岩砂マタニティ、松波総合病院、中濃厚生病院、木沢記念病院、郡上市民病院、中津川市民病院

≪機能≫ 診療所等での対応が困難と思われるリスクが明らかでない妊婦の急変等に対応し、状況に応じ搬送先医療機関を判断
する

二

次

一

次

かかりつけ医療機関

地域における周産期医療に関する病院、診療所及び助産所

≪機能≫ 健診や通常の分娩を行い、妊婦の健康状態や受診歴などを全体的に管理する

岐阜県保健所周産期医療検討会
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